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令和２年の死亡災害は、「陸上貨物運送業」、「清掃と畜業」で発生しました。なお、令和３年は、
死亡災害は発生しておりません。
令和３年の休業４日以上の死傷災害は、増加傾向になり、前年比較で３４．３％増加の４４２件

の発生となりました。業種別にみると、増加した業種は、「製造業」で＋５件（３１．３％）、「運輸交通
業（陸上貨物運送業）」で＋７件（３０．４％）、「商業」で＋１１件（１５．９％）、「保健衛生業」で＋１１
５件（１５９．７％）、となり、減少した業種は、「建設業」で－２件（６．５％）、「接客娯楽業」で－２１件
（５３．８％）、「清掃と畜業」で－５件（２５．０％）でした。急増した保健衛生業の要因は、新型コロナ
ウイルス感染症罹患の労働災害によるもの。
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その他計 68 68 58 53 53 59 62

清掃と畜業 27 38 34 36 36 20 15

接客娯楽業 39 48 54 41 60 39 18

保健衛生業 93 87 109 108 157 72 187

商業 93 112 110 103 111 69 80

運輸交通業

（陸上貨物

運送事業）

72 91 110 104 83 23 30

建設業 63 74 55 57 47 31 29

製造業 27 21 24 24 23 16 21

全体 482 539 554 526 570 329 442
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データ：労働者死傷病報告による
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三鷹労働基準監督署管内における

労働災害発生状況

～令和３年9 月末速報値～

業種別の前年比較グラフ

令和３年

９月末速報値

※印は、運輸交通業から災害発生件数が高い道路貨物運送業と陸上貨物取扱業の合計値とし、業種を陸上貨物運送事業に変更。


